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朝日論座2019年11月10日
徐正敏 「人文学のススメ（完）他の人の人生を理解する学問
他の人々の視点を理解し、それらの人々と協力しながら共同の目標を達成
するということ」

「神中心」という主張の虚

西洋キリスト教の思想形成のベースになったギリシャの
哲学者プラトン

西洋キリスト教の思想形成のベースになったアリ
ストテレス



朝日論座2019年7月14日
徐正敏「政教分離」ほんとうの意味
韓国現代史とキリスト教の関係から考察する

「神様の摂理」「神様の恵み」

「政教分離」違反とされた反権力運動

独立運動も抑圧した「政教分離」論

「カノッサの屈辱」から「アヴィニョン捕囚」まで

「政教分離論」の元の意味



朝日論座2019年4月28日
徐正敏「神の国」日本と「無宗教」の日本
「八百万」の神と99.9％「無宗教人」のクラス

あなたは宗教を持っているか、宗教的に興味があるか

「神の国」の日本

「宗教の国」から「無宗教の国」に

「無宗教」と呼ぶ一つの宗教

「政治」は「宗教」なしには語れない

おおいなる宗教国・日本



朝日論座2019年1月13日
徐正敏 日中韓、支配と抵抗のアジア史を超えて
アジア内の序列競争から脱却し、多様性を取り込む新しいアジア観が必要
だ

日本のアジア認識「脱亜入欧と和魂洋才」

韓国のアジア認識「対立と分断、深く否定的に」

中国のアジア認識「支配か、対立か」

アジアの一員としての日中韓



朝日論座2018年12月2日
徐正敏「東京はアジアのパリのようであった」
玄海灘を渡った人々―「日韓」はひとりの友からはじまる

「マサヒコ」との出会い

もうひとりの「マサヒコ」

『世界』に匿名で「韓国からの通信」を連載した「T・K生」

「日韓」はひとりの友からはじまる



朝日論座2018年8月12日
徐正敏 金日成主義と近代天皇制
北朝鮮の宗教的カリスマは「超宗教」の段階に入った。戦前の日本と類似
する

オウム真理教は政治目標を掲げていた

歴史上の宗教は政治指向的である

近代天皇制は「超宗教」だった

北朝鮮の主体思想も「超宗教」である


